
・海水魚と淡水魚の鱗の違いについて 

●マリンチャレンジプログラム 

・ナガヅエエソの普及と飼育を目指して 

●2024 年度東京農業大学併設中学校・高等学校科学研究発表会 

・アクアポニックス低価格化低電力化を目指して 

・植物のカビ抑制効果 

・ケアリ属コロニーの成長速度と巣の大きさの関係 

【2025 年度】 

 ●QST 高崎サイエンスフェスタ 

・アメリカザリガニを用いたアクアポニックスの可能性（奨励賞） 

 ・マリンコラーゲンの生成について 

 ・蚕に繭から美容液を生成 

 ・焼酎の手法によるアルコール生成量の違い 

●2025 年度東京農業大学併設中学校・高等学校科学研究発表会 

 ・有機物を用いた微生物電池技術の応用 

 ・アクアポニックスの可能性 

 ・マリンコラーゲンの匂いを解消する⽅法について 

 ・麹による糖化について 

◇今年度（令和８年度）参加予定の主な大会・発表 ： 実施月 

 日本学生科学賞 ： ９月  

群馬県理科研究発表会 ： １１月  

QST 高崎サイエンスフェスタ ： １２月 

文部科学省サイエンスインカレ ： ２月  

つくば Science Edge ： ３月  

併設大学科学研究発表会 ： ３月 

 ※各大学主催の研究発表会にも参加予定 

◇年間（月別）活動計画 

 月：（週休日活動日数）：活動内容 

４月：（ 3 日）：● 新規部員募集 

５月：（ 3 日）：● 第一回ゼミ  

６月：（ 3 日）：●  

７月：（ 3 日）：● 第二回ゼミ  

８月：（ 3 日）：● 研究活動（実験，調査）最盛期  

９月：（ 3 日）：● 各発表会準備，申込み  

１０月：（ 3 日）：● 第三回ゼミ  

１１月：（ 3 日）：● 各発表会出場，申込み  

１２月：（ 3 日）：● 各発表会出場  

１月：（ 3 日）：● 第四回ゼミ 

２月：（ 3 日）：● 各発表会出場，申込み  

３月：（ 3 日）：● 各発表会出場，反省会と大掃除 


